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好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

（12）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

▲江上淑子（水巻町）

　
生
協
の
理
念
に
平
和
が
あ
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。世
界
で

は
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、私
た

ち
福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同

組
合
は
１
日
も
早
い
戦
争
の
終
結

を
望
み
ま
す
。

　
私
た
ち
の
組
織
と
め
ざ
す
も
の 

「
理
念
」の
中
に
憲
法
に
う
た
う
恒

久
平
和
の
実
現
が
あ
り
ま
す
。戦

争
を
許
さ
ず
、人
び
と
の
幸
せ
を

根
こ
そ
ぎ
奪
う
戦
争
政
策
に
は
反

対
の
意
思
表
示
を
し
ま
す
。太
平

洋
戦
争
の
敗
戦
後
、戦
争
放
棄
を

盛
り
込
ん
だ
画
期
的
な
憲
法
で
あ

る
９
条
が
あ
れ
ば
こ
そ
、戦
争
へ

駆
り
立
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、そ
の
基
本
精
神
が
な
し
崩

し
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、一
方
で
は
、国
会
前
や
全
国
各

地
で
、平
和
を
願
い
訴
え
る
市
民

の
行
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
は
報
道
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、世
界
を
変
え
る
の
は
選

挙
だ
け
で
は
な
く
、市
民

の
声
で
あ
り
行
動
で
す
。

様
々
な
平
和
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、皆

さ
ん
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

田中ハル様（101歳）

令和８年２月１日に98歳を迎えら
れました。杖なしで元気に笑顔で歩
かれています。100歳は通過点、ま
だまだ長生きして下さい！

今年１月より新規ご利用の田中ハ
ル様。いつも素敵な笑顔でみんなを
癒してくれています。

今こそ平和について考えよう
－5月3日は憲法記念日です－

さ
く
ら
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

さ
く
ら
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

４
月
に
募
集
い
た
し
ま
し
た

桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
多
く
の

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は

次
号
ひ
ゃ
く
さ
い
７
月
号
に
て

発
表
い
た
し
ま
す
。

私たちは、環境を守り自然との共生を大切にし、人びとの幸せを根こそぎ奪う戦争政策
を許さず、憲法にうたう恒久平和の実現をめざして活動します。

　日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協
和による成果と、わが国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ること
のないやうにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。そもそも国政は、国民
の厳粛な信託によるものであつて、その権威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国
民がこれを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基くものである。われらは、これに反する
一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。
　日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する
諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、
圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、
全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。
　われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、政治道徳の法則は、
普遍的なものであり、この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務である
と信ずる。
　日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。

ふくし生協の理念 主文３．私たちは環境と平和を大切にします

日本国憲法　前文

◀
長
野
光
子（
福
岡
市
東
区
）

◀
P
N
コ
ー
ス
ケ・サ
ン
タ
マ
リ
ア（
佐
賀
市
鍋
島
）
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2026年度を迎え、私たちふくし生協はより一
層地域の組合員の皆さんの信頼を得ることが
できるよう、努力を重ねていく所存です。ご協
力よろしくお願いします。

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！
組合員数
３月末　　組合員数　4950人
２月　 　　新規加入者　 16名
３月　 　　新規加入者　 29名

出資金額
３月末出資金総額　3億6,029万3,788円

　２０２６年度より採用となった新卒採用2名の

新入職員入協式を４月１日に開催しました。

　菅野理事長、花田専務理事、萩尾常務理事

より 「協同組合」 で働く意義や目標、そして先

輩職員としてDSミナミ・坂井管理者の激励の

言葉が贈られた後、新入職員の静間さんと綱

脇さん （写真中央） は緊張しながらも、これか

らの仕事に向けた決意を表明されました。

　新入職員の二人は本部での新人研修を終

えた後、 それぞれ北九州事業所、福津事業所

へ配属となりました。

2026年度新職員入協式 理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
理
事
会
審
議
決
定
事
項
】

第
１
号
議
案
　
規
則
第
２
号
役
員
報
酬
規
則
の
改
定

　
役
員
報
酬
の
決
定
方
法
や
改
定
額
、
時
期
が
現
行
の
規
則
で
は
職
員
の
賃
金
改

定
に
連
動
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
改
定
が
必
要
と
判
断
し
て
の
提
案
。

第
２
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
の
方
針
決
定

　
法
令
遵
守
に
対
す
る
企
業
倫
理
の
確
立
や
不
正
、
曖
昧
さ
を
残
さ
な
い
組
織
風

土
を
確
立
し
て
い
く
た
め
の
提
案
。

第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
の
基
本
方
針
の
件

　
２
０
２
６
年
度
基
本
方
針
と
予
算
案
は
今
年
度
内
に
決
定
し
４
月
以
降
遂
行
し

て
い
く
た
め
の
提
案
。

第
４
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
案
の
承
認
に
関
す
る
件

　
経
常
剰
余
は
今
年
よ
り
４
２
０
０
万
円
増
や
し
て
２
５
０
０
万
円
の
剰
余
確
保

を
目
指
す
。

第
５
号
議
案
　
総
代
選
挙
管
理
委
員
の
選
出
、
総
代
選
挙
区
、
総
代
定
数
の
決

定
に
つ
い
て

　
総
代
選
挙
管
理
委
員
に
は
本
部
職
員
の
世
利
昂
広
・
光
井
大
・
北
崎
淳
一
が
決

定
し
、
総
代
選
挙
区
は
５
区
、
選
挙
区
ご
と
の
組
合
員
31
名
に
１
名
と
し
た
定

数
か
つ
総
代
定
数
は
１
５
６
名
と
し
ま
す
。

第
６
号
議
案
　
所
在
不
明
組
合
員
の
脱
退
手
続
き
に
関
す
る
件

　
２
年
間
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
組
合
員
50
名
に
つ
い
て
脱
退
処
理
お
よ
び

預
り
金
へ
の
振
替
手
続
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

理
事
会
で
は
以
下
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

・
定
例
報
告
（
法
人
報
告
、
組
織
運
動
分
野
、
事
業
経
営
分
野
、
管
理
運
営
分
野
）

・
会
議
等
議
事
録
報
告

・
２
０
２
６
年
２
月
度
決
算
報
告
お
よ
び
資
金
の
状
況

・
処
遇
改
善
加
算
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
と
支
給
方
針
の
考
え
方
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
12
月
に
成
立
し
た
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
の
職
場
環
境
改
善

支
援
事
業
の
法
人
の
運
用
に
つ
い
て
は
７
月
10
日
の
賞
与
と
一
緒
の
支
払
い
と

し
、
２
０
２
６
年
６
月
の
介
護
報
酬
臨
時
改
定
で
の
処
遇
改
善
加
算
率
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
国
保
連
請
求
に
よ
る
入
金
が
８
月
31
日
で
あ
る
た
め

９
月
15
日
の
給
与
支
給
か
ら
開
始
す
る
。

２
０
２
６
年
３
月
理
事
会
決
定
事
項
お
よ
び
報
告
事
項

３
月
理
事
会
で
討
議
し
た
事
項
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度

通
常
総
代
会
開
催
案
内

福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合

第
29
回 

通
常
総
代
会

詳
し
く
は
最
寄
り
の
事
業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

２
０
２
６
年
６
月
21
日（
日
）

10
時
30
分
開
会 （
16
時
終
了
予
定
）

日 

時

福
岡
県
教
育
会
館
　
３
F
会
議
室

（
福
岡
市
東
区
馬
出
４
丁
目
2̶

17
）

会 

場

　令和８年４月１日から、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現するため、国、地方公
共団体、民間事業主（一般事業主）の各主体の女性の活躍推進に関する責務を定めた法律が
かわりました。従業員101人以上の企業は、（1）女性の活躍に関する状況把握・課題分析　（2）
一般事業主行動計画の策定、社内周知、公表　（3）一般事業主行動計画を策定した旨労働局
へ届出　（4）女性の活躍に関する情報公表を行わなければならなくなりました。
　当法人でもすでに労働局には一般事業主行動計画を提出し、ホームページで広く住民の皆様
にも公表します。

•管理職に占める女性比率について（2026年3月時点）
※対象は所長（事務局長）、副所長、管理者（部門責任者）

ふくし生協は働きやすい職場をめざしています
介護現場は女性就労割合が高く、必然的に女性比率が高いともいえますが、所長は12

事業所中女性が８事業所であり、比率は67%となっています。

女性活躍を応援し、働きやすい職場をさらに目指します

男性
15

区分
常勤
非常勤

区分
常勤
非常勤

女性
37

男性
47
76

男性
８年４ヶ月
４年５ヶ月

計
52

女性
99
365

女性
11年２ヶ月
７年２ヶ月

女性比率
71.2%

計
146
441

女性比率
67.8%
82.8%

２. 労働者に占める女性の割合（2026年３月時点）

３. 平均勤続年数の男女差（2026年３月時点）



2026年（令和８年）５月発行（２）（３）2026年（令和８年）５月発行 No.139No.139

2026年度を迎え、私たちふくし生協はより一
層地域の組合員の皆さんの信頼を得ることが
できるよう、努力を重ねていく所存です。ご協
力よろしくお願いします。

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！
組合員数
３月末　　組合員数　 4950人
２月　 　　新規加入者　 16名
３月　 　　新規加入者　 29名

出資金額
３月末出資金総額　3億6,029万3,788円

　２０２６年度より採用となった新卒採用2名の

新入職員入協式を４月１日に開催しました。

　菅野理事長、花田専務理事、萩尾常務理事

より 「協同組合」 で働く意義や目標、そして先

輩職員としてDSミナミ・坂井管理者の激励の

言葉が贈られた後、新入職員の静間さんと綱

脇さん （写真中央） は緊張しながらも、これか

らの仕事に向けた決意を表明されました。

　新入職員の二人は本部での新人研修を終

えた後、 それぞれ北九州事業所、福津事業所

へ配属となりました。

2026年度新職員入協式 理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
理
事
会
審
議
決
定
事
項
】

第
１
号
議
案
　
規
則
第
２
号
役
員
報
酬
規
則
の
改
定

　
役
員
報
酬
の
決
定
方
法
や
改
定
額
、
時
期
が
現
行
の
規
則
で
は
職
員
の
賃
金
改

定
に
連
動
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
改
定
が
必
要
と
判
断
し
て
の
提
案
。

第
２
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
の
方
針
決
定

　
法
令
遵
守
に
対
す
る
企
業
倫
理
の
確
立
や
不
正
、
曖
昧
さ
を
残
さ
な
い
組
織
風

土
を
確
立
し
て
い
く
た
め
の
提
案
。

第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
の
基
本
方
針
の
件

　
２
０
２
６
年
度
基
本
方
針
と
予
算
案
は
今
年
度
内
に
決
定
し
４
月
以
降
遂
行
し

て
い
く
た
め
の
提
案
。

第
４
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
案
の
承
認
に
関
す
る
件

　
経
常
剰
余
は
今
年
よ
り
４
２
０
０
万
円
増
や
し
て
２
５
０
０
万
円
の
剰
余
確
保

を
目
指
す
。

第
５
号
議
案
　
総
代
選
挙
管
理
委
員
の
選
出
、
総
代
選
挙
区
、
総
代
定
数
の
決

定
に
つ
い
て

　
総
代
選
挙
管
理
委
員
に
は
本
部
職
員
の
世
利
昂
広
・
光
井
大
・
北
崎
淳
一
が
決

定
し
、
総
代
選
挙
区
は
５
区
、
選
挙
区
ご
と
の
組
合
員
31
名
に
１
名
と
し
た
定

数
か
つ
総
代
定
数
は
１
５
６
名
と
し
ま
す
。

第
６
号
議
案
　
所
在
不
明
組
合
員
の
脱
退
手
続
き
に
関
す
る
件

　
２
年
間
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
組
合
員
50
名
に
つ
い
て
脱
退
処
理
お
よ
び

預
り
金
へ
の
振
替
手
続
き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

理
事
会
で
は
以
下
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

・
定
例
報
告
（
法
人
報
告
、
組
織
運
動
分
野
、
事
業
経
営
分
野
、
管
理
運
営
分
野
）

・
会
議
等
議
事
録
報
告

・
２
０
２
６
年
２
月
度
決
算
報
告
お
よ
び
資
金
の
状
況

・
処
遇
改
善
加
算
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
と
支
給
方
針
の
考
え
方
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
12
月
に
成
立
し
た
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
の
職
場
環
境
改
善

支
援
事
業
の
法
人
の
運
用
に
つ
い
て
は
７
月
10
日
の
賞
与
と
一
緒
の
支
払
い
と

し
、
２
０
２
６
年
６
月
の
介
護
報
酬
臨
時
改
定
で
の
処
遇
改
善
加
算
率
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
国
保
連
請
求
に
よ
る
入
金
が
８
月
31
日
で
あ
る
た
め

９
月
15
日
の
給
与
支
給
か
ら
開
始
す
る
。

２
０
２
６
年
３
月
理
事
会
決
定
事
項
お
よ
び
報
告
事
項

３
月
理
事
会
で
討
議
し
た
事
項
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度

通
常
総
代
会
開
催
案
内

福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合

第
29
回 

通
常
総
代
会

詳
し
く
は
最
寄
り
の
事
業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

２
０
２
６
年
６
月
21
日（
日
）

10
時
30
分
開
会 （
16
時
終
了
予
定
）

日 

時

福
岡
県
教
育
会
館
　
３
F
会
議
室

（
福
岡
市
東
区
馬
出
４
丁
目
2̶

17
）

会 

場

　令和８年４月１日から、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現するため、国、地方公
共団体、民間事業主（一般事業主）の各主体の女性の活躍推進に関する責務を定めた法律が
かわりました。従業員101人以上の企業は、（1）女性の活躍に関する状況把握・課題分析　（2）
一般事業主行動計画の策定、社内周知、公表　（3）一般事業主行動計画を策定した旨労働局
へ届出　（4）女性の活躍に関する情報公表を行わなければならなくなりました。
　当法人でもすでに労働局には一般事業主行動計画を提出し、ホームページで広く住民の皆様
にも公表します。

•管理職に占める女性比率について（2026年3月時点）
※対象は所長（事務局長）、副所長、管理者（部門責任者）

ふくし生協は働きやすい職場をめざしています
介護現場は女性就労割合が高く、必然的に女性比率が高いともいえますが、所長は12

事業所中女性が８事業所であり、比率は67%となっています。

女性活躍を応援し、働きやすい職場をさらに目指します

男性
15

区分
常勤
非常勤

区分
常勤
非常勤

女性
37

男性
47
76

男性
８年４ヶ月
４年５ヶ月

計
52

女性
99
365

女性
11年２ヶ月
７年２ヶ月

女性比率
71.2%

計
146
441

女性比率
67.8%
82.8%

２. 労働者に占める女性の割合（2026年３月時点）

３. 平均勤続年数の男女差（2026年３月時点）
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直
方
事
業
所
に
入
所
し
10
年
近

く
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
は
異
業
種
で
の
経
験

し
か
な
く
介
護
と
は
無
縁
の
生
活

で
し
た
。

　
週
３
日
か
ら
の
勤
務
で
し
た
が

右
も
左
も
分
か
ら
ず
の
毎
日
は
１

日
１
日
が
必
死
で
し
た
。

2
0
2
5
年
４
月
よ
り
常
勤
職
員

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
変
化
は
な
く
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
が
退
職
な
ど
で
人
手

不
足
が
き
っ
か
け
と
な
り
利
用
者

様
の
送
迎
、
お
弁
当
配
達
な
ど
を

兼
務
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
経
験
は
皆
無
で
す
の
で
不

安
な
気
持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
現
場
で
日
々
過

酷
の
中
、
仕
事
に
従
事
さ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
姿
を
見
て
、
頑
張

ら
な
く
て
は
！
と
思
う
気
持
ち
も

共
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
不
慣
れ
な
私
を
心
優
し
く
迎
え

て
く
れ
た
利
用
者
の
皆
様
、
分
か

ら
な
い
事
を
優
し
く
教

え
て
く
れ
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
支
え
ら
れ
当

初
2
・
3
か
月
の
予
定

で
し
た
が
騙
さ
れ
て

（
笑
）
現
在
も
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
と

な
っ
て
は
こ
の
よ
う
な

業
務
に
携
わ
る
事
が
出

来
、
大
き
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
主
体
的
に
考

え
、
出
来
な
い
で
は
な
く

ど
う
す
れ
ば
出
来
る
の

か
？
を
考
え
て
い
き
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
は
遠

く
及
ば
ず
0
・
1
の
力
に

も
な
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
微
増
し

な
が
ら
1
の
力
と
な
れ
る
様
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
騙
さ
れ
続
け

な
が
ら
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

デイサービスなつみね
事務

緒方 亜衣

我
道
に
争
い
な
し
、
吾
れ
兵
を
語
ら

ず
吾
れ
戦
わ
ず

　「
憲
法
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力

不
保
持
の
思
想
的
源
流
は
日
本
人

だ
」と
い
う
と
、
多
く
の
人
が「
そ
う

だ
幣
原
喜
重
郎
だ
」「
昭
和
天
皇
だ
」

と
い
い
ま
す
。「
実
は
そ
う
じ
ゃ
な

く
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
だ
」
と

い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
び
っ
く

り
し
ま
す
。「
江
戸
は
、
あ
の
赤
穂
浪

士
で
有
名
な
元
禄
時
代
に
生
ま
れ
、

明
治
の
世
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た

思
想
家
安
藤
昌
益
が
そ
の
人
だ
」
と

続
け
る
と
、
中
学
高
校
の
歴
史
の
教

科
書
に
そ
の
名
が
出
て
く
る
の
で
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
は
少
な
い

け
ど
、
憲
法
九
条
と
の
関
係
で
は
ほ

ぼ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
に
、

半
世
紀
以
上
前
に
私
は
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
安
藤
昌
益
は
、
１
７
０
3
年
秋
田

に
生
ま
れ
、
青
森（
南
部
八
戸
）の
八

戸
藩
で
医
者
を
し
て
い
ま
す
。医
者

の
経
験
か
ら
、
医
学
書
の
体
裁
を
採

り
つ
つ
、「
自
然
真
営
道
」
と
「
統
道

真
伝
」
を
著
し
ま
す
。身
分
制
を
根

底
か
ら
否
定
し
、
徹
底
し
た
平
等
社

会
を
説
き
、
さ
ら
に
「
我
道
に
は
争

い
は
な
し
、
吾
れ
兵
を
語
ら
ず
吾
れ

戦
わ
ず
」と
述
べ
、「
軍
事
用
具
も
軍

学
も
全
廃
」
を
論
じ
ま
す
。そ
の
思

想
は
、
あ
ら
ゆ
る
侵
略
・
暴
力
を
否

定
し
た
平
和
論
で
し
た
。江
戸
時
代

に
こ
ん
な
思
想
を
持
つ
日
本
人
が

居
た
こ
と
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
す

が
、
逆
に
誇
り
う
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　「
日
本
国
憲
法
九
条
成
立
の
思
想

的
源
流
の
研
究
－
戦
争
非
合
法
化
と

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
―
」
の
著

者
河
上
暁
弘
氏
は
、
安
藤
昌
益
に

し
っ
か
り
触
れ
て
い
ま
す
。政
治
思

想
・
哲
学
研
究
者
に
は
昌
益
に
関
心

を
寄
せ
る
人
も
い
ま
す
が
、
憲
法
学

者
が
真
正
面
か
ら
触
れ
た
こ
と
は
稀

で
す
。私
は
、
長
く
関
心
を
持
ち
続

け
、「
憲
法
九
条
と
安
藤
昌
益
」
を

テ
ー
マ
に
ま
と
め
た
い
と
の
願
望
を

も
っ
て
き
ま
し
た
が
、
能
力
が
追
い

付
か
ず
、今
な
お
未
完
成
で
す
。

封
建
制
を
も
否
定
の
先
駆
的
危
険
思

想

　「忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
思
想
家
」に

　
安
藤
昌
益
の
主
著
「
自
然
真
営

道
」
は
、
余
り
の
先
駆
性
・
ラ
ジ
カ

ル
性
を
有
し
て
い
た
の
で
「
開
け

ば
、目
が
つ
ぶ
れ
る
」と
い
わ
れ
、仙

人
と
い
わ
れ
た
橋
本
律
蔵
に
依
っ

て
、
明
治
の
世
ま
で
秘
匿
さ
れ
て
き

ま
す
。だ
か
ら
、
長
く「
忘
れ
ら
れ
た

思
想
家
」
い
や
「
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た

思
想
家
」
だ
っ
た
の
で
す
。こ
の
書

に
古
書
店
主
を
通
じ
て
出
会
う
の

が
狩
野
亨
吉
と
い
う
京
都
大
学
学

長
に
も
な
っ
た
学
者
で
、
狩
野
は
夏

目
漱
石
の
小
説
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
た
人
で
す
。奇
し
く
も
、
狩
野

の
出
身
は
昌
益
が
生
ま
れ
亡
く

な
っ
た
地
秋
田
の
大
館
で
す
。読
み

進
む
中
で
「
大
変
な
思
想
だ
」
と
驚

愕
し
ま
す
。1
9
2
8
年
に
「
安
藤

昌
益
」
と
題
し
て
世
に
紹
介
し
ま

す
。私
が
最
も
関
心
を
持
っ
た
昌
益

の
平
和
論
は
、
徹
底
し
た
非
戦
論

で
、
一
切
の
軍
事
研
究（
軍
学
）も
否

定
し
て
い
ま
す
。本
来
人
間
社
会
は

搾
取
も
階
級
支
配
も
な
い
「
自
然

世
」
で
あ
る
べ
き
と
す
る
昌
益
の
思

想
か
ら
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
先
駆
的
な
の
は
、
一
般

的
に
は
、
戦
争（
い
く
さ
）の
な
い
状

態
を
平
和
と
呼
び
ま
す
が
、
昌
益
は

い
く
さ
の
状
態
を「
乱
」と
し
、
そ
う

で
な
い
状
態
を「
治
」と
説
き
、
た
と

え「
治
」で
あ
っ
て
も
、
一
部
の
人
間

が
他
の
多
数
の
人
間
を
支
配
統
治
す

る
体
制
で
あ
る
以
上
、
直
接
の
戦
争

状
態
が
な
い
に
し
て
も
、
決
し
て
平

和
な
状
態
に
あ
る
と
見
な
か
っ
た
の

で
す
。戦
争
の
因
を
根
本
か
ら
克
服

す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
す
。現
代

に
お
い
て「
平
和
学
」を
提
唱
し
た
ノ

ル
ウ
エ
ー
の
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ト
ゥ
ン
グ

氏
は
、
植
民
地
主
義
、
半
植
民
地
支

配
、
政
治
的
経
済
的
抑
圧
、
人
種
差

別
、
男
女
差
別
な
ど
を
「
構
造
的
暴

力
」と
意
義
づ
け
、そ
の
根
絶
を
平
和

の
問
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
昌
益
の

思
想
と
通
じ
る
も
の
で
す
。そ
れ
は
、

日
本
国
憲
法
前
文
の
「
平
和
的
生
存

権
」と「
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力
不

保
持
」
の
思
想
に
結
実
し
て
い
る
と

言
え
ば
、大
げ
さ
で
し
ょ
う
か
。

（
男
女
平
等
論
な
ど
次
号
に
つ
づ
く
）

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
12

「
憲
法
九
条
の
先
駆
」江
戸
の
思
想
家
安
藤
昌
益

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。　例えば

◆ わたしのサークル活動
◆ 私の長生き健康法
◆ わが職場自慢
◆ 読者エッセイ

◆ わたしのSDGs
◆ うちの近くのラーメン屋
◆ 映画観てきた記
◆ こんな本読んだ？　　　などなど

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
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直
方
事
業
所
に
入
所
し
10
年
近

く
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
は
異
業
種
で
の
経
験

し
か
な
く
介
護
と
は
無
縁
の
生
活

で
し
た
。

　
週
３
日
か
ら
の
勤
務
で
し
た
が

右
も
左
も
分
か
ら
ず
の
毎
日
は
１

日
１
日
が
必
死
で
し
た
。

2
0
2
5
年
４
月
よ
り
常
勤
職
員

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
変
化
は
な
く
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
が
退
職
な
ど
で
人
手

不
足
が
き
っ
か
け
と
な
り
利
用
者

様
の
送
迎
、
お
弁
当
配
達
な
ど
を

兼
務
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
経
験
は
皆
無
で
す
の
で
不

安
な
気
持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
現
場
で
日
々
過

酷
の
中
、
仕
事
に
従
事
さ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
姿
を
見
て
、
頑
張

ら
な
く
て
は
！
と
思
う
気
持
ち
も

共
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
不
慣
れ
な
私
を
心
優
し
く
迎
え

て
く
れ
た
利
用
者
の
皆
様
、
分
か

ら
な
い
事
を
優
し
く
教

え
て
く
れ
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
支
え
ら
れ
当

初
2
・
3
か
月
の
予
定

で
し
た
が
騙
さ
れ
て

（
笑
）
現
在
も
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
と

な
っ
て
は
こ
の
よ
う
な

業
務
に
携
わ
る
事
が
出

来
、
大
き
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
主
体
的
に
考

え
、
出
来
な
い
で
は
な
く

ど
う
す
れ
ば
出
来
る
の

か
？
を
考
え
て
い
き
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
は
遠

く
及
ば
ず
0
・
1
の
力
に

も
な
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
微
増
し

な
が
ら
1
の
力
と
な
れ
る
様
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
騙
さ
れ
続
け

な
が
ら
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

デイサービスなつみね
事務

緒方 亜衣

我
道
に
争
い
な
し
、
吾
れ
兵
を
語
ら

ず
吾
れ
戦
わ
ず

　「
憲
法
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力

不
保
持
の
思
想
的
源
流
は
日
本
人

だ
」と
い
う
と
、
多
く
の
人
が「
そ
う

だ
幣
原
喜
重
郎
だ
」「
昭
和
天
皇
だ
」

と
い
い
ま
す
。「
実
は
そ
う
じ
ゃ
な

く
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
だ
」
と

い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
び
っ
く

り
し
ま
す
。「
江
戸
は
、
あ
の
赤
穂
浪

士
で
有
名
な
元
禄
時
代
に
生
ま
れ
、

明
治
の
世
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た

思
想
家
安
藤
昌
益
が
そ
の
人
だ
」
と

続
け
る
と
、
中
学
高
校
の
歴
史
の
教

科
書
に
そ
の
名
が
出
て
く
る
の
で
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
は
少
な
い

け
ど
、
憲
法
九
条
と
の
関
係
で
は
ほ

ぼ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
に
、

半
世
紀
以
上
前
に
私
は
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
安
藤
昌
益
は
、
１
７
０
3
年
秋
田

に
生
ま
れ
、
青
森（
南
部
八
戸
）の
八

戸
藩
で
医
者
を
し
て
い
ま
す
。医
者

の
経
験
か
ら
、
医
学
書
の
体
裁
を
採

り
つ
つ
、「
自
然
真
営
道
」
と
「
統
道

真
伝
」
を
著
し
ま
す
。身
分
制
を
根

底
か
ら
否
定
し
、
徹
底
し
た
平
等
社

会
を
説
き
、
さ
ら
に
「
我
道
に
は
争

い
は
な
し
、
吾
れ
兵
を
語
ら
ず
吾
れ

戦
わ
ず
」と
述
べ
、「
軍
事
用
具
も
軍

学
も
全
廃
」
を
論
じ
ま
す
。そ
の
思

想
は
、
あ
ら
ゆ
る
侵
略
・
暴
力
を
否

定
し
た
平
和
論
で
し
た
。江
戸
時
代

に
こ
ん
な
思
想
を
持
つ
日
本
人
が

居
た
こ
と
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
す

が
、
逆
に
誇
り
う
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　「
日
本
国
憲
法
九
条
成
立
の
思
想

的
源
流
の
研
究
－
戦
争
非
合
法
化
と

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
―
」
の
著

者
河
上
暁
弘
氏
は
、
安
藤
昌
益
に

し
っ
か
り
触
れ
て
い
ま
す
。政
治
思

想
・
哲
学
研
究
者
に
は
昌
益
に
関
心

を
寄
せ
る
人
も
い
ま
す
が
、
憲
法
学

者
が
真
正
面
か
ら
触
れ
た
こ
と
は
稀

で
す
。私
は
、
長
く
関
心
を
持
ち
続

け
、「
憲
法
九
条
と
安
藤
昌
益
」
を

テ
ー
マ
に
ま
と
め
た
い
と
の
願
望
を

も
っ
て
き
ま
し
た
が
、
能
力
が
追
い

付
か
ず
、今
な
お
未
完
成
で
す
。

封
建
制
を
も
否
定
の
先
駆
的
危
険
思

想

　「忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
思
想
家
」に

　
安
藤
昌
益
の
主
著
「
自
然
真
営

道
」
は
、
余
り
の
先
駆
性
・
ラ
ジ
カ

ル
性
を
有
し
て
い
た
の
で
「
開
け

ば
、目
が
つ
ぶ
れ
る
」と
い
わ
れ
、仙

人
と
い
わ
れ
た
橋
本
律
蔵
に
依
っ

て
、
明
治
の
世
ま
で
秘
匿
さ
れ
て
き

ま
す
。だ
か
ら
、
長
く「
忘
れ
ら
れ
た

思
想
家
」
い
や
「
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た

思
想
家
」
だ
っ
た
の
で
す
。こ
の
書

に
古
書
店
主
を
通
じ
て
出
会
う
の

が
狩
野
亨
吉
と
い
う
京
都
大
学
学

長
に
も
な
っ
た
学
者
で
、
狩
野
は
夏

目
漱
石
の
小
説
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
た
人
で
す
。奇
し
く
も
、
狩
野

の
出
身
は
昌
益
が
生
ま
れ
亡
く

な
っ
た
地
秋
田
の
大
館
で
す
。読
み

進
む
中
で
「
大
変
な
思
想
だ
」
と
驚

愕
し
ま
す
。1
9
2
8
年
に
「
安
藤

昌
益
」
と
題
し
て
世
に
紹
介
し
ま

す
。私
が
最
も
関
心
を
持
っ
た
昌
益

の
平
和
論
は
、
徹
底
し
た
非
戦
論

で
、
一
切
の
軍
事
研
究（
軍
学
）も
否

定
し
て
い
ま
す
。本
来
人
間
社
会
は

搾
取
も
階
級
支
配
も
な
い
「
自
然

世
」
で
あ
る
べ
き
と
す
る
昌
益
の
思

想
か
ら
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
先
駆
的
な
の
は
、
一
般

的
に
は
、
戦
争（
い
く
さ
）の
な
い
状

態
を
平
和
と
呼
び
ま
す
が
、
昌
益
は

い
く
さ
の
状
態
を「
乱
」と
し
、
そ
う

で
な
い
状
態
を「
治
」と
説
き
、
た
と

え「
治
」で
あ
っ
て
も
、
一
部
の
人
間

が
他
の
多
数
の
人
間
を
支
配
統
治
す

る
体
制
で
あ
る
以
上
、
直
接
の
戦
争

状
態
が
な
い
に
し
て
も
、
決
し
て
平

和
な
状
態
に
あ
る
と
見
な
か
っ
た
の

で
す
。戦
争
の
因
を
根
本
か
ら
克
服

す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
す
。現
代

に
お
い
て「
平
和
学
」を
提
唱
し
た
ノ

ル
ウ
エ
ー
の
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ト
ゥ
ン
グ

氏
は
、
植
民
地
主
義
、
半
植
民
地
支

配
、
政
治
的
経
済
的
抑
圧
、
人
種
差

別
、
男
女
差
別
な
ど
を
「
構
造
的
暴

力
」と
意
義
づ
け
、そ
の
根
絶
を
平
和

の
問
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
昌
益
の

思
想
と
通
じ
る
も
の
で
す
。そ
れ
は
、

日
本
国
憲
法
前
文
の
「
平
和
的
生
存

権
」と「
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力
不

保
持
」
の
思
想
に
結
実
し
て
い
る
と

言
え
ば
、大
げ
さ
で
し
ょ
う
か
。

（
男
女
平
等
論
な
ど
次
号
に
つ
づ
く
）

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
12

「
憲
法
九
条
の
先
駆
」江
戸
の
思
想
家
安
藤
昌
益

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。　例えば

◆ わたしのサークル活動
◆ 私の長生き健康法
◆ わが職場自慢
◆ 読者エッセイ

◆ わたしのSDGs
◆ うちの近くのラーメン屋
◆ 映画観てきた記
◆ こんな本読んだ？　　　などなど

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
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「
独
身
税
」が
始
ま
っ
た
の
？

Q
　
66
歳
の
会
社
員
で
す
。5
月
の
給

料
明
細
を
見
る
と
、「
子
育
て
支
援
金
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。3
0
0

円
ほ
ど
引
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
、

世
間
で
い
う「
独
身
税
」で
す
か
。

A
　「
独
身
税
」
と
聞
い
て
、「
こ
の
物

価
高
に
さ
ら
に
税
金
で
追
い
打
ち
？
」

と
感
じ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。世
間

で
は
「
独
身
税
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
独
身
税
と
い
う
税
金
は
な
く
、
正

し
い
名
称
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
4
月
か
ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。健
康
保

険
の
仕
組
み
を
利
用
し
た
新
し
い
社

会
保
険
料
で
す
。健
康
保
険
料
と
併
せ

て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
会
社
員
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
も
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

子
育
て
中
の
人
だ

け
で
は
な
く
、独
身
の
人
も
、子
育
て

を
終
え
た
人
も
。例
え
ば
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

と
、将
来
の
年
金
が
増
え
る
な
ど
、自

分
自
身
に
返
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。と
こ
ろ
が
、
こ
の
支
援
金
は
、

子
ど
も
が
い
な
い
人
（
す
で
に
子
ど

も
が
成
人
し
て
い
る
人
も
含
め
て
）

が
支
援
金
を
負
担
し
て
も
、
自
分
自

身
に
返
っ
て
く
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。独
身
税
と
は
、「
独
身
の
人
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
い
う
意
味
で

使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。本
来
は
全

世
代
で
子
育
て
を
支
援
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
趣
旨
な
の
で
す
が
。

　
会
社
員
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
給
料
（
総
支
給
）
が
20
万

円
で
あ
れ
ば
支
援
金
は
2
3
0
円
。給

与
明
細
に
、新
し
い
項
目
が
増
え
て
い

る
と
、負
担
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

く
と
思
い
ま
す
が
、健
康
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
、負
担
し
て
い
る

こ
と
さ
え
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
2
0
2
6
年
度
は
雇
用
保
険
料
率

も
下
が
る
の
で
、
社
会
保
険
料
全
体

で
は
前
月
と
比
較
し
て
も
増
え
た
と

い
う
感
じ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。た

だ
し
、
気
に
な
る
の
は
今
後
で
す
。新

制
度
の
導
入
時
は
負
担
が
少
な
く
て

も
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
保
険
料
率

が
上
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。行
き
先
が
見
え
な
い
レ
ー
ル
が

敷
か
れ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。私

た
ち
は
集
め
ら
れ
た
お
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、
し
っ
か

り
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

　「
ひ
ゃ
く
さ
い
」
一
月
号
に
掲
載

し
て
い
た
だ
い
た
田
崎
節
子
の
娘

で
す
。母
は
小
倉
南
区
の
「
ひ
ま
わ

り
」
と
「
O
H
A
N
A
」
に
お
世
話

に
な
っ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
百
歳

を
む
か
え
ま
し
た
。

　
秋
に
紫
色
の
実
を
つ
け
る
「
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
」
の
木
を
玄
関
に
、

入
る
と
か
わ
い
い
金
魚
や
数
々
の

折
り
紙
細
工
等
、
私
達
も
楽
し
め

る「
ひ
ま
わ
り
」は
、
と
て
も
心
地

よ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
そ
し

て「
O
H
A
N
A
」は
、
清
潔
感
あ

ふ
れ
る
リ
ビ
ン
グ
を
も
ち
、
夜
間

見
守
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
お
か

げ
で
安
心
し
て
眠
れ
る
時
間
を
す

ご
せ
ま
す
。ど
ち
ら
の
施
設
に
も

さ
ら
に
、「
笑
顔
」
と
い
う
設
備
が

つ
い
て
い
ま
す
。

　
母
は
今
日
も
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
ま
た
八
幡
西
区
や
、

福
岡
市
東
区
の
方
か
ら
も
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
小
倉
南
区
守
恒

　谷
田 

悦
子
）

フ
ェ
ス
タ

フ
ェ
ス
タ

ミ
ナ
ミ
事
業
所
・
Ｄ
Ｓ
ミ
ナ
ミ

　
３
月
　 

日（
日
）、ミ
ナ
ミ
事
業

所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ミ
ナ
ミ
に
て
利

用
者
さ
ん
の
ご
家
族
様
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
招
い
た
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。デ
イ
職
員
全
員

の
紹
介
の
後
、毎
日
の
デ
イ
で
行
っ

て
い
る
健
康
体
操
や
、オ
カ
リ
ナ
・

22

利
用
者
ご
家
族
の
声

ミナミ事業所のインス
タグラムを開設しまし
た！ぜひフォローをよ
ろしくお願いします！

年齢・性別・経験不問。みんなと頑張れる

方、お待ちしています。ブランクある方にも丁

寧に教えます。一緒に働く仲間をぜひご紹介

ください！！

エリア毎の募集状況は
　　　　　　　　コチラから⇒

住み慣れた地域の中で「その人らしく」普通

の暮らしを継続できるように、在宅介護から

看取りまで24時間365日とことん支援して

います。介護のご相談お気軽に

お問い合わせください！！

見学大歓迎！
最寄りの事業所はコチラから⇒

ふくし生協は
組合員に
支えられる
組織です!!

ふくし生協職員大募集！
一緒に働きませんか？

ふくし生協の宅老所ケア
24時間365日、看取りまで！

ふくし生協職員大募集！
一緒に働きませんか？

ふくし生協の宅老所ケア
24時間365日、看取りまで！

フ
ル
ー
ト
・
ギ
タ
ー
・
キ
ー
ボ
ー
ド

演
奏
、職
員
が
仮
装
ダ
ン
ス
や
二
人

羽
織
に
挑
戦
す
る
な
ど
様
々
な
催

し
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。最
後
に
お
楽

し
み
抽
選
会
と
軽
食
と
し
て
職
員

特
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
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独
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世
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で
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と
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こ
の
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高
に
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に
税
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と
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も
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で
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う
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間

で
は
「
独
身
税
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と
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い
ま
す

が
、
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身
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と
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う
税
金
は
な
く
、
正

し
い
名
称
で
は
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り
ま
せ
ん
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4
月
か
ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。健
康
保

険
の
仕
組
み
を
利
用
し
た
新
し
い
社

会
保
険
料
で
す
。健
康
保
険
料
と
併
せ

て
徴
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さ
れ
ま
す
。

　
会
社
員
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
も
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

子
育
て
中
の
人
だ

け
で
は
な
く
、独
身
の
人
も
、子
育
て

を
終
え
た
人
も
。例
え
ば
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

と
、将
来
の
年
金
が
増
え
る
な
ど
、自

分
自
身
に
返
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。と
こ
ろ
が
、
こ
の
支
援
金
は
、

子
ど
も
が
い
な
い
人
（
す
で
に
子
ど

も
が
成
人
し
て
い
る
人
も
含
め
て
）

が
支
援
金
を
負
担
し
て
も
、
自
分
自

身
に
返
っ
て
く
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。独
身
税
と
は
、「
独
身
の
人
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
い
う
意
味
で

使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。本
来
は
全

世
代
で
子
育
て
を
支
援
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
趣
旨
な
の
で
す
が
。

　
会
社
員
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
給
料
（
総
支
給
）
が
20
万

円
で
あ
れ
ば
支
援
金
は
2
3
0
円
。給

与
明
細
に
、新
し
い
項
目
が
増
え
て
い

る
と
、負
担
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

く
と
思
い
ま
す
が
、健
康
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
、負
担
し
て
い
る

こ
と
さ
え
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
2
0
2
6
年
度
は
雇
用
保
険
料
率

も
下
が
る
の
で
、
社
会
保
険
料
全
体

で
は
前
月
と
比
較
し
て
も
増
え
た
と

い
う
感
じ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。た

だ
し
、
気
に
な
る
の
は
今
後
で
す
。新

制
度
の
導
入
時
は
負
担
が
少
な
く
て

も
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
保
険
料
率

が
上
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。行
き
先
が
見
え
な
い
レ
ー
ル
が

敷
か
れ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。私

た
ち
は
集
め
ら
れ
た
お
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、
し
っ
か

り
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

　「
ひ
ゃ
く
さ
い
」
一
月
号
に
掲
載

し
て
い
た
だ
い
た
田
崎
節
子
の
娘

で
す
。母
は
小
倉
南
区
の
「
ひ
ま
わ

り
」
と
「
O
H
A
N
A
」
に
お
世
話

に
な
っ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
百
歳

を
む
か
え
ま
し
た
。

　
秋
に
紫
色
の
実
を
つ
け
る
「
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
」
の
木
を
玄
関
に
、

入
る
と
か
わ
い
い
金
魚
や
数
々
の

折
り
紙
細
工
等
、
私
達
も
楽
し
め

る「
ひ
ま
わ
り
」は
、
と
て
も
心
地

よ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
そ
し

て「
O
H
A
N
A
」は
、
清
潔
感
あ

ふ
れ
る
リ
ビ
ン
グ
を
も
ち
、
夜
間

見
守
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
お
か

げ
で
安
心
し
て
眠
れ
る
時
間
を
す

ご
せ
ま
す
。ど
ち
ら
の
施
設
に
も

さ
ら
に
、「
笑
顔
」
と
い
う
設
備
が

つ
い
て
い
ま
す
。

　
母
は
今
日
も
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
ま
た
八
幡
西
区
や
、

福
岡
市
東
区
の
方
か
ら
も
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
小
倉
南
区
守
恒

　谷
田 

悦
子
）

フ
ェ
ス
タ

フ
ェ
ス
タ

ミ
ナ
ミ
事
業
所
・
Ｄ
Ｓ
ミ
ナ
ミ

　
３
月
　 

日（
日
）、ミ
ナ
ミ
事
業

所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ミ
ナ
ミ
に
て
利

用
者
さ
ん
の
ご
家
族
様
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
招
い
た
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。デ
イ
職
員
全
員

の
紹
介
の
後
、毎
日
の
デ
イ
で
行
っ

て
い
る
健
康
体
操
や
、オ
カ
リ
ナ
・

22

利
用
者
ご
家
族
の
声

ミナミ事業所のインス
タグラムを開設しまし
た！ぜひフォローをよ
ろしくお願いします！

年齢・性別・経験不問。みんなと頑張れる

方、お待ちしています。ブランクある方にも丁

寧に教えます。一緒に働く仲間をぜひご紹介

ください！！

エリア毎の募集状況は
　　　　　　　　コチラから⇒

住み慣れた地域の中で「その人らしく」普通

の暮らしを継続できるように、在宅介護から

看取りまで24時間365日とことん支援して

います。介護のご相談お気軽に

お問い合わせください！！

見学大歓迎！
最寄りの事業所はコチラから⇒

ふくし生協は
組合員に
支えられる
組織です!!

ふくし生協職員大募集！
一緒に働きませんか？

ふくし生協の宅老所ケア
24時間365日、看取りまで！

ふくし生協職員大募集！
一緒に働きませんか？

ふくし生協の宅老所ケア
24時間365日、看取りまで！

フ
ル
ー
ト
・
ギ
タ
ー
・
キ
ー
ボ
ー
ド

演
奏
、職
員
が
仮
装
ダ
ン
ス
や
二
人

羽
織
に
挑
戦
す
る
な
ど
様
々
な
催

し
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。最
後
に
お
楽

し
み
抽
選
会
と
軽
食
と
し
て
職
員

特
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
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付
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食
中
毒
予
防
の
原
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と
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

参考資料：政府広報オンライン・
食中毒予防の原則と6つのポイント（2025年 9月1日）

飲
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
が
実
施
さ

れ
た
ら

◎
消
費
者
の
立
場

　
現
在
、
８
％
の
消
費
税
が
ゼ
ロ
％
と

な
る
た
め
、
税
込
み
１
０
８
円
が
１
０
０

円
と
な
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
一
見
し

て
魅
力
的
に
思
え
ま
す
。し
か
し
、「
消

費
税
は
価
格
の
一
部
」
で
す
の
で
、
減
税

が
実
施
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま

ま
価
格
が
下
が
る
と
は
断
定
で
き
ま
せ

ん
。価
格
は
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
決
ま

る
し
、
あ
る
い
は
売
り
手
側
が
原
材
料

費
の
高
騰
を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
下
が
る
ど
こ
ろ
か
、
同
じ
商

品
で
も
値
段
が
上
が
る
と
い
う
事
態
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

◎
飲
食
店
の
立
場

　
消
費
税
ゼ
ロ
％
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、
現
在
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
店
外
飲
食
で
あ

り
、
店
内
飲
食
は
現
行
の
10
％
の
ま
ま

の
よ
う
で
す
。

　
納
税
義
務
者
で
あ
る
事
業
者
が
消
費

税
の
計
算
を
す
る
際
に
は
、
売
上
に
か

か
る
消
費
税
か
ら
仕
入
・
経
費
に
か
か

る
消
費
税
を
差
し
引
き
し
て
、
そ
の
差

額
を
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
場
合
は
、
売
上
に

か
か
る
消
費
税
が
ゼ
ロ
で
、
経
費
に
か
か

る
消
費
税
は
発
生
す
る
の
で
、
消
費
税

の
還
付
も
あ
り
え
ま
す
。店
内
飲
食
の

場
合
は
、
売
上
に
か
か
る
消
費
税
は
そ

の
ま
ま
で
、仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
が

減
る
の
で
、
納
税
す
る
消
費
税
は
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、消
費
税
が
ゼ
ロ
の
方
が
買
い
手

か
ら
す
る
と
、
得
の
よ
う
に
思
え
る
の

で
、
店
内
飲
食
の
業
者
の
売
上
げ
が
減

少
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

飲
食
料
品
メ
ー
カ
ー
や

食
料
品
ス
ー
パ
ー
の
場
合

　
両
者
と
も
売
上
に
か
か
る
消
費
税
は

ゼ
ロ
で
す
が
、
包
装
資
材
や
水
道
光
熱

費
や
輸
送
費
な
ど
製
造
に
か
か
る
経
費

に
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
消
費

税
は
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
で
も
輸
出
大
企
業
中
心
に
年
間

10
兆
円
に
近
い
消
費
税
の
還
付
金
が
発

生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
還
付
金
が
膨
ら

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
で
は
何
の
た

め
の
誰
の
た
め
の
税
制
な
の
か
、
根
本
的

な
問
題
が
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。

給
付
付
き
税
額
控
除
と
は

　
低
・
中
所
得
者
対
策
と
し
て
与
党
や

一
部
野
党
が
主
張
し
て
い
る
制
度
。所
得

税
な
ど
か
ら
一
定
額
を
差
し
引
き
、
引

き
き
れ
な
い
場
合
は
給
付
す
る
と
い
う

消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る

消
費
税
基
礎
講
座
❷

直
方
市
　岐
部 

博
之

（
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
）

も
の
で
す
。２
年
後
に
こ
の
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
前
提
で
、
飲
食
料
品
ゼ

ロ
％
は
２
年
間
に
限
る
と
い
う
の
が
、
政

府
の
方
針
で
す
。

　
一
見
す
る
と
、低
・
中
所
得
者
の
た
め

の
施
策
の
よ
う
で
す
が
、岸
田
政
権
の
と

き
に
行
っ
た
定
額
減
税
、
あ
る
い
は
コ
ロ

ナ
禍
で
の
一
律
給
付
の
実
績
が
あ
り
、
時

間
を
か
け
て
検
討
す
る
よ
り
、今
困
っ
て

い
る
世
帯
に
は
、
即
座
の
給
付
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
政
府
の
方
針
で
は
飲
食
料

品
の
消
費
税
ゼ
ロ
は
２
年
間
に
限
定
し
、

そ
の
後
は
消
費
税
は
復
活
す
る
こ
と
に

な
り
、
消
費
税
自
体
が
温
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。生
活
者
の
実
質
所
得

が
上
が
ら
ず
、
そ
の
た
め
内
需
が
低
迷

し
、〝
失
わ
れ
た
20
年
〞が〝
30
年
〞に
な

り
、こ
の
ま
ま
で
は〝
40
年
〞に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
元
凶
は
消
費
税
に
あ
る
こ
と

は
、
多
く
の
専
門
家
の
指
摘
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
一
日
も
早
く
消
費
税
は
一
律
に
減
税

さ
ら
に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
で
も

所
得
の
低
い
世
帯
に
は
給
付
す
る
こ
と

が
、
低
・
中
所
得
者
対
策
と
し
て
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
議
論
に
は
、
必
ず
財
源
は

ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
ま

す
。次
回
は
「
応
能
負
担
」
に
基
づ
く
財

源
に
つ
い
て
提
示
し
ま
す
。

　
腹
痛
や
下
痢
、お
う
吐
な
ど
の
症
状

が
急
に
出
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
に
疑
わ
れ
る
も
の
の
ひ
と

つ
が「
食
中
毒
」で
す
。食
中
毒
は
、飲
食

店
な
ど
で
食
べ
る
食
事
だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぐ
の
は
、食
材

を
選
び
、調
理
す
る
皆
さ
ん
自
身
で
す
。

　
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
は
、食
品
を

購
入
し
て
か
ら
、調
理
し
て
、食
べ
る
ま

で
の
過
程
で
、ど
の
よ
う
に
、細

菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な

い
」「
や
っ
つ
け
る
」を
実
践
し
て

い
く
か
に
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

「
買
い
物
」「
家
庭
で
の
保
存
」

「
下
準
備
」「
調
理
」「
食
事
」

「
残
っ
た
食
品
」の
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
、具
体
的
な
予
防
方
法
を

左
の
図
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　「
飲
食
料
品
の
消
費
税
ゼ
ロ
は
私
の
悲
願
」
と
先
の
総
選
挙
で
訴
え
た
高
市
首

相
。具
体
的
な
時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
社
会
保
障
国
民
会
議
（
国
民
会
議
）
で
検

討
し
「
夏
ご
ろ
に
は
中
間
報
告
を
ま
と
め
て
も
ら
う
」
と
丸
投
げ
し
た
恰
好
で

す
。し
か
も
、
国
民
会
議
へ
の
参
加
は「
給
付
付
き
税
額
控
除
」を
認
め
る
政
党
を

条
件
に
し
て
い
ま
す
。国
民
会
議
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
飲
食
料

品
消
費
税
ゼ
ロ
％
に
つ
い
て
は
、
現
場
や
野
党
か
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る
声
が

出
て
い
ま
す
。今
回
は
、
飲
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
と
給
付
付
き
税
額
控
除
の
問

題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
と
給
付
付
き
税
額
控
除
の
問
題
点

　
▼
表
紙
に
見
た
事
の
あ
る
お
顔

が
！！
「
ヤ
ス
ケ
ン
」
さ
ん
で
す
！
と
て

も
良
く
お
に
あ
い
で
本
当
に
楽
し
そ

う
で
す
ネ
！
ぬ
く
も
り
事
業
所
の

フ
ェ
ス
タ
に
登
場
さ
れ
た
ん
で
す

ネ
！

　
こ
れ
か
ら
も
「
ヤ
ス
ケ
ン
」
さ
ん
応

援
し
て
ま
あ
ー
す
。知
恵
の
輪
〜
コ
ラ

ム
も
い
つ
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

（
福
岡
市
城
南
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ら
ぴ
ー
）

　
▼
江
上
淑
子
さ
ん
の
絵
手
紙
を
見

る
と
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。

（
粕
屋
町
・
岩
田

　弘
子
）

　
▼
友
人
の
ご
主
人
が
転
ん
で
、
入

院
後
、
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
ま
し
た
が
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
嫌
が
ら
れ
て
い
た
の
が
、最
近
通
う

様
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。ど
こ
へ
行

か
れ
て
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
ぬ
く
も

り
事
業
所
の
様
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

運
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る
所
だ

と
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。男
性
は
目

的
が
無
い
と
時
間
を
持
て
余
す
様
で

す
ね
。

（
宗
像
市
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

読  
者  

の  

声
（
敬
称
略
）
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飲
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
が
実
施
さ

れ
た
ら

◎
消
費
者
の
立
場

　
現
在
、
８
％
の
消
費
税
が
ゼ
ロ
％
と

な
る
た
め
、
税
込
み
１
０
８
円
が
１
０
０

円
と
な
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
一
見
し

て
魅
力
的
に
思
え
ま
す
。し
か
し
、「
消

費
税
は
価
格
の
一
部
」
で
す
の
で
、
減
税

が
実
施
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま

ま
価
格
が
下
が
る
と
は
断
定
で
き
ま
せ

ん
。価
格
は
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
決
ま

る
し
、
あ
る
い
は
売
り
手
側
が
原
材
料

費
の
高
騰
を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
下
が
る
ど
こ
ろ
か
、
同
じ
商

品
で
も
値
段
が
上
が
る
と
い
う
事
態
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

◎
飲
食
店
の
立
場

　
消
費
税
ゼ
ロ
％
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、
現
在
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
店
外
飲
食
で
あ

り
、
店
内
飲
食
は
現
行
の
10
％
の
ま
ま

の
よ
う
で
す
。

　
納
税
義
務
者
で
あ
る
事
業
者
が
消
費

税
の
計
算
を
す
る
際
に
は
、
売
上
に
か

か
る
消
費
税
か
ら
仕
入
・
経
費
に
か
か

る
消
費
税
を
差
し
引
き
し
て
、
そ
の
差

額
を
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
場
合
は
、
売
上
に

か
か
る
消
費
税
が
ゼ
ロ
で
、
経
費
に
か
か

る
消
費
税
は
発
生
す
る
の
で
、
消
費
税

の
還
付
も
あ
り
え
ま
す
。店
内
飲
食
の

場
合
は
、
売
上
に
か
か
る
消
費
税
は
そ

の
ま
ま
で
、仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
が

減
る
の
で
、
納
税
す
る
消
費
税
は
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、消
費
税
が
ゼ
ロ
の
方
が
買
い
手

か
ら
す
る
と
、
得
の
よ
う
に
思
え
る
の

で
、
店
内
飲
食
の
業
者
の
売
上
げ
が
減

少
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

飲
食
料
品
メ
ー
カ
ー
や

食
料
品
ス
ー
パ
ー
の
場
合

　
両
者
と
も
売
上
に
か
か
る
消
費
税
は

ゼ
ロ
で
す
が
、
包
装
資
材
や
水
道
光
熱

費
や
輸
送
費
な
ど
製
造
に
か
か
る
経
費

に
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
消
費

税
は
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
で
も
輸
出
大
企
業
中
心
に
年
間

10
兆
円
に
近
い
消
費
税
の
還
付
金
が
発

生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
還
付
金
が
膨
ら

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
で
は
何
の
た

め
の
誰
の
た
め
の
税
制
な
の
か
、
根
本
的

な
問
題
が
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。

給
付
付
き
税
額
控
除
と
は

　
低
・
中
所
得
者
対
策
と
し
て
与
党
や

一
部
野
党
が
主
張
し
て
い
る
制
度
。所
得

税
な
ど
か
ら
一
定
額
を
差
し
引
き
、
引

き
き
れ
な
い
場
合
は
給
付
す
る
と
い
う

消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る

消
費
税
基
礎
講
座
❷

直
方
市
　岐
部 

博
之

（
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
）

も
の
で
す
。２
年
後
に
こ
の
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
前
提
で
、
飲
食
料
品
ゼ

ロ
％
は
２
年
間
に
限
る
と
い
う
の
が
、
政

府
の
方
針
で
す
。

　
一
見
す
る
と
、低
・
中
所
得
者
の
た
め

の
施
策
の
よ
う
で
す
が
、岸
田
政
権
の
と

き
に
行
っ
た
定
額
減
税
、
あ
る
い
は
コ
ロ

ナ
禍
で
の
一
律
給
付
の
実
績
が
あ
り
、
時

間
を
か
け
て
検
討
す
る
よ
り
、今
困
っ
て

い
る
世
帯
に
は
、
即
座
の
給
付
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
政
府
の
方
針
で
は
飲
食
料

品
の
消
費
税
ゼ
ロ
は
２
年
間
に
限
定
し
、

そ
の
後
は
消
費
税
は
復
活
す
る
こ
と
に

な
り
、
消
費
税
自
体
が
温
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。生
活
者
の
実
質
所
得

が
上
が
ら
ず
、
そ
の
た
め
内
需
が
低
迷

し
、〝
失
わ
れ
た
20
年
〞が〝
30
年
〞に
な

り
、こ
の
ま
ま
で
は〝
40
年
〞に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
元
凶
は
消
費
税
に
あ
る
こ
と

は
、
多
く
の
専
門
家
の
指
摘
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
一
日
も
早
く
消
費
税
は
一
律
に
減
税

さ
ら
に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
で
も

所
得
の
低
い
世
帯
に
は
給
付
す
る
こ
と

が
、
低
・
中
所
得
者
対
策
と
し
て
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
議
論
に
は
、
必
ず
財
源
は

ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
ま

す
。次
回
は
「
応
能
負
担
」
に
基
づ
く
財

源
に
つ
い
て
提
示
し
ま
す
。

　
腹
痛
や
下
痢
、お
う
吐
な
ど
の
症
状

が
急
に
出
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
に
疑
わ
れ
る
も
の
の
ひ
と

つ
が「
食
中
毒
」で
す
。食
中
毒
は
、飲
食

店
な
ど
で
食
べ
る
食
事
だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぐ
の
は
、食
材

を
選
び
、調
理
す
る
皆
さ
ん
自
身
で
す
。

　
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
は
、食
品
を

購
入
し
て
か
ら
、調
理
し
て
、食
べ
る
ま

で
の
過
程
で
、ど
の
よ
う
に
、細

菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な

い
」「
や
っ
つ
け
る
」を
実
践
し
て

い
く
か
に
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

「
買
い
物
」「
家
庭
で
の
保
存
」

「
下
準
備
」「
調
理
」「
食
事
」

「
残
っ
た
食
品
」の
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
、具
体
的
な
予
防
方
法
を

左
の
図
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　「
飲
食
料
品
の
消
費
税
ゼ
ロ
は
私
の
悲
願
」
と
先
の
総
選
挙
で
訴
え
た
高
市
首

相
。具
体
的
な
時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
社
会
保
障
国
民
会
議
（
国
民
会
議
）
で
検

討
し
「
夏
ご
ろ
に
は
中
間
報
告
を
ま
と
め
て
も
ら
う
」
と
丸
投
げ
し
た
恰
好
で

す
。し
か
も
、
国
民
会
議
へ
の
参
加
は「
給
付
付
き
税
額
控
除
」を
認
め
る
政
党
を

条
件
に
し
て
い
ま
す
。国
民
会
議
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
飲
食
料

品
消
費
税
ゼ
ロ
％
に
つ
い
て
は
、
現
場
や
野
党
か
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る
声
が

出
て
い
ま
す
。今
回
は
、
飲
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
と
給
付
付
き
税
額
控
除
の
問

題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
％
と
給
付
付
き
税
額
控
除
の
問
題
点

　
▼
表
紙
に
見
た
事
の
あ
る
お
顔

が
！！
「
ヤ
ス
ケ
ン
」
さ
ん
で
す
！
と
て

も
良
く
お
に
あ
い
で
本
当
に
楽
し
そ

う
で
す
ネ
！
ぬ
く
も
り
事
業
所
の

フ
ェ
ス
タ
に
登
場
さ
れ
た
ん
で
す

ネ
！

　
こ
れ
か
ら
も
「
ヤ
ス
ケ
ン
」
さ
ん
応

援
し
て
ま
あ
ー
す
。知
恵
の
輪
〜
コ
ラ

ム
も
い
つ
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

（
福
岡
市
城
南
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ら
ぴ
ー
）

　
▼
江
上
淑
子
さ
ん
の
絵
手
紙
を
見

る
と
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。

（
粕
屋
町
・
岩
田

　弘
子
）

　
▼
友
人
の
ご
主
人
が
転
ん
で
、
入

院
後
、
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
ま
し
た
が
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
嫌
が
ら
れ
て
い
た
の
が
、最
近
通
う

様
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。ど
こ
へ
行

か
れ
て
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
ぬ
く
も

り
事
業
所
の
様
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

運
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る
所
だ

と
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。男
性
は
目

的
が
無
い
と
時
間
を
持
て
余
す
様
で

す
ね
。

（
宗
像
市
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）
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▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

〈
答
え
〉

□
□
□
□
□
□
ビ

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

前回の答（№87）

（
サ
ク
ラ
モ
チ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

2

■
前
回
の
答
え
は「
桜
餅
」で
し
た
。

14

6

10

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

13

　
▼
み
ん
な
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
加
齢
と

と
も
に
伴
う
難
聴
が
あ
る
と
書
か
れ

て
お
り
、
隣
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
あ
り
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。ま
だ
一
つ
も
〇
が
な
か
っ
た

の
で
安
心
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
気
を

つ
け
て
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
情
報
な
ど
が
知
れ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。（

香
春
町
・
さ
ち
こ
）

　
▼
消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る
消

費
税
基
礎
講
座
①
　
私
た
ち
が
買
い

物
を
し
た
時
に
払
っ
て
い
る
消
費
税

が
価
格
の
１
部
で
あ
り
業
者
が
こ
の

部
分
を
確
実
に
納
め
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
仕
組
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も

わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
サ
ク
ラ
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。今
や
女
性
90
歳
は
２
人
に
１

人
、
95
歳
４
人
に
１
人
だ
そ
う
で
す
。

男
性
は
90
歳
４
人
に
１
人
っ
て
！
健

康
コ
ー
ナ
ー
チ
ェ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

　
▼
庭
の
椿
の
花
が
キ
レ
イ
に
咲
き

始
め
ま
し
た
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
パ
ズ
ル
で
脳
ト
レ
に
も
な
り
忘

れ
て
い
た
言
葉
を
思
い
出
す
勉
強
に

も
な
り
ま
す
。

（
飯
塚
市
・
甲
斐
田

　稔
）

　
▼
知
恵
の
輪
〜
コ
ラ
ム
の
追
い
つ

か
な
い
年
金
額
ア
ッ
プ
！
の
話
し
が

大
変
為
に
な
り
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　純
子
）

　
▼
自
分
史
作
り
の
記
事
で
私
も
家

系
図
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。過
去
で
は
な
く
、
三
人
の
子
ど
も

達
の
未
来
家
系
図
が
平
和
に
続
き
ま

す
様
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
行
橋
市
・
古
門

　文
江
）

　
▼
隣
家
に
住
ん
で
い
た
祖
母
が
出

か
け
た
帰
り
、
近
所
の
和
菓
子
屋
さ

ん
で
、
さ
く
ら
も
ち
を
買
っ
て
き
て
く

れ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
な
こ
と
で

し
た
。

　
葉
っ
ぱ
に
塩
味
が
あ
り
、
桜
の
木
の

葉
は
、
ど
れ
も
塩
味
な
の
か
な
と
不

思
議
に
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
子
ど
も
の
頃
は
葉
が
苦
手
で
し

た
が
、
大
人
に
な
る
と
丁
度
良
い
塩

味
と
香
り
が
美
味
し
く
な
り
ま
し

た
。

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
・
河
上

　由
布
子
）

　▼
そ
う
の
ま
や
様
の
自
分
史
つ
く

り
、
ま
る
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
よ
う
で
す
ご
い

で
す
ね
。直
方
市
役
所
も
活
躍
し
た

ん
で
し
ょ
う
か
。私
も
今
年
の
３
月

に
、
直
方
の
鞍
手
高
校
定
時
制
卒
業

か
ら
50
年
た
ち
、
冊
子
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
皆
の
50

年
の
歩
み
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。60

年
、
70
年
と
続
く
と
い
い
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
古
見

　睦
子
）

　
▼
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
10

日
ほ
ど
の
入
院
を
何
度
か
し
ま
し

た
し
、
今
年
の
３
月
に
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
２
号
に
な
り
肺
炎
に
な
り
そ

う
で
入
院
を
し
て
11
日
。そ
の
う
ち

テ
ン
テ
キ
ば
か
り
８
日
ほ
ど
で
食
事

も
ま
ず
く
あ
ま
り
食
べ
れ
な
か
っ
た

か
ら
退
院
の
時
に
は
体
に
力
が
は
い

ら
ず
、
通
院
の
そ
の
ま
ま
食
事
を
し

に
行
っ
て
食
べ
た
ら
力
が
は
い
り
ま

し
た
。

　
歳
を
取
っ
て
来
た
ら
い
ろ
い
ろ
あ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。皆

さ
ま
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
ら
れ

ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
篠
栗
町
・
古
賀

　恭
子
）

　
▼
健
康
で
ひ
ゃ
く
さ
い
ま
で
元
気

で
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

（
鞍
手
町
・
山
本

　雄
治
）

　
▼
憲
法
を
変
え
る
こ
と
や
異
常
な

軍
拡
を
強
弁
す
る
人
の
こ
と
な
ど
戦

争
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
こ
わ
い
で

す
。

（
福
岡
市
東
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
池
さ
ん
）

　
▼
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
当
り
ク

オ
カ
ー
ド
を
頂
き
有
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。時
々
車
に
乗
せ
て
下
さ
る

方
に
お
礼
と
し
て
差
し
上
げ
喜
ん
で

く
れ
て
ま
す
。毎
回
楽
し
み
に
今
後

も
応
募
を
続
け
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
岩
田
喜
與
子
さ
ん
百
歳
拍
手
！

私
の
祖
母
100
歳
、
母
105
歳
で
元
気
な

ま
ま
突
如〝
星
に
〞。「
百
歳
代
は
90
代

よ
り
も
っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
」

「
人
生
の
幸
せ
は
後
半
に
あ
り
」
と
、

と
に
か
く
独
居
生
活
を
自
由
に
生
き

て
楽
し
そ
う
で
し
た
。で
も
健
康
の
た

め
腰
、脚
を
き
た
え
努
力
、努
力
。

　
岩
田
喜
與
子
さ
ん
バ
ラ
色
の
人
生

で
す
ね
。す
ぐ
人
生
110
年
時
代
到
来

と
言
わ
れ
て
ま
す
も
の
。ま
す
ま
す

お
元
気
で
。（

水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

匿
名
希
望
様

古
見
　
睦
子
様

古
賀
　
恭
子
様

匿
名
希
望
様

こ
ま
や
み
様

江
上
　
淑
子
様

甲
斐
田
　
稔
様

岩
田
　
弘
子
様

山
本
　
雄
治
様

峯
村
　
洸
祐
様

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

（
福
岡
市
東
区
）

（
篠
栗
町
）

（
福
岡
市
早
良
区
）

（
福
岡
市
南
区
）

（
水
巻
町
）

（
飯
塚
市
勢
田
）

（
粕
屋
町
）

（
鞍
手
町
）

（
佐
賀
市
鍋
島
）
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さ
や
に
入
っ
た
小
さ
な
実
を
食
用
と
す
る
作
物

家
の
中
で
板
を
平
ら
に
は
り
つ
め
た
所

乗
り
物
の
営
業
を
休
む
こ
と

ダ
イ
コ
ン
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
ち
く
わ
な
ど
を

だ
し
汁
で
煮
込
ん
だ
料
理

決
め
ら
れ
た
道
を
進
ん
で
行
く
こ
と
。

「
○
○
○
○
情
報
」

海
の
波
打
ち
際
。
岩
の
多
い
海
岸
。

「
○
○
ジ
ン
」
は
う
が
い
薬

体
に
よ
く
な
い
こ
と

日
本
列
島
の
東
海
岸
に
沿
い
、

南
か
ら
北
に
流
れ
る
暖
流

都
を
他
の
地
に
移
す
こ
と

今
日
の
朝

茎
が
柔
ら
か
く
、
木
に
な
ら
な
い
植
物

猫
の
仲
間
の
猛
獣

真
ん
中
。
中
心
と
な
る
位
置
。
セ
ン
タ
ー

兄
弟
姉
妹
の
娘

電
流
が
体
の
中
を
流
れ
て
、

び
り
び
り
っ
と
感
じ
る
こ
と

父
や
母
の
父
。
お
じ
い
さ
ん

現
金
や
大
切
な
書
類
な
ど
を
入
れ
て
お
く

頑
丈
な
入
れ
物

原
油
か
ら
蒸
留
さ
れ
る
、

沸
点
が
約
２
２
０
〜
３
５
０
度
の
油

交
通
機
関
の
、
あ
る
地
点
か
ら

他
の
地
点
ま
で
の
道
筋

評
判
。
人
気

事
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て
い
て
、
大
変
な
さ
ま

田
舎
。
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
。
「
○
○
帰
り
」

父
を
敬
い
、
親
し
ん
で
言
う
言
葉

四
字
熟
語
、

自
然
の
景
色
が
清
ら
か
で
美
し
い
こ
と
。
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▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

〈
答
え
〉

□
□
□
□
□
□
ビ

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

前回の答（№87）

（
サ
ク
ラ
モ
チ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

2

■
前
回
の
答
え
は「
桜
餅
」で
し
た
。

14

6

10

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

13

　
▼
み
ん
な
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
加
齢
と

と
も
に
伴
う
難
聴
が
あ
る
と
書
か
れ

て
お
り
、
隣
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
あ
り
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。ま
だ
一
つ
も
〇
が
な
か
っ
た

の
で
安
心
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
気
を

つ
け
て
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
情
報
な
ど
が
知
れ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。（

香
春
町
・
さ
ち
こ
）

　
▼
消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る
消

費
税
基
礎
講
座
①
　
私
た
ち
が
買
い

物
を
し
た
時
に
払
っ
て
い
る
消
費
税

が
価
格
の
１
部
で
あ
り
業
者
が
こ
の

部
分
を
確
実
に
納
め
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
仕
組
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も

わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
サ
ク
ラ
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。今
や
女
性
90
歳
は
２
人
に
１

人
、
95
歳
４
人
に
１
人
だ
そ
う
で
す
。

男
性
は
90
歳
４
人
に
１
人
っ
て
！
健

康
コ
ー
ナ
ー
チ
ェ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

　
▼
庭
の
椿
の
花
が
キ
レ
イ
に
咲
き

始
め
ま
し
た
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
パ
ズ
ル
で
脳
ト
レ
に
も
な
り
忘

れ
て
い
た
言
葉
を
思
い
出
す
勉
強
に

も
な
り
ま
す
。

（
飯
塚
市
・
甲
斐
田

　稔
）

　
▼
知
恵
の
輪
〜
コ
ラ
ム
の
追
い
つ

か
な
い
年
金
額
ア
ッ
プ
！
の
話
し
が

大
変
為
に
な
り
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　純
子
）

　
▼
自
分
史
作
り
の
記
事
で
私
も
家

系
図
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。過
去
で
は
な
く
、
三
人
の
子
ど
も

達
の
未
来
家
系
図
が
平
和
に
続
き
ま

す
様
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
行
橋
市
・
古
門

　文
江
）

　
▼
隣
家
に
住
ん
で
い
た
祖
母
が
出

か
け
た
帰
り
、
近
所
の
和
菓
子
屋
さ

ん
で
、
さ
く
ら
も
ち
を
買
っ
て
き
て
く

れ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
な
こ
と
で

し
た
。

　
葉
っ
ぱ
に
塩
味
が
あ
り
、
桜
の
木
の

葉
は
、
ど
れ
も
塩
味
な
の
か
な
と
不

思
議
に
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
子
ど
も
の
頃
は
葉
が
苦
手
で
し

た
が
、
大
人
に
な
る
と
丁
度
良
い
塩

味
と
香
り
が
美
味
し
く
な
り
ま
し

た
。

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
・
河
上

　由
布
子
）

　▼
そ
う
の
ま
や
様
の
自
分
史
つ
く

り
、
ま
る
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
よ
う
で
す
ご
い

で
す
ね
。直
方
市
役
所
も
活
躍
し
た

ん
で
し
ょ
う
か
。私
も
今
年
の
３
月

に
、
直
方
の
鞍
手
高
校
定
時
制
卒
業

か
ら
50
年
た
ち
、
冊
子
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
皆
の
50

年
の
歩
み
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。60

年
、
70
年
と
続
く
と
い
い
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
古
見

　睦
子
）

　
▼
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
10

日
ほ
ど
の
入
院
を
何
度
か
し
ま
し

た
し
、
今
年
の
３
月
に
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
２
号
に
な
り
肺
炎
に
な
り
そ

う
で
入
院
を
し
て
11
日
。そ
の
う
ち

テ
ン
テ
キ
ば
か
り
８
日
ほ
ど
で
食
事

も
ま
ず
く
あ
ま
り
食
べ
れ
な
か
っ
た

か
ら
退
院
の
時
に
は
体
に
力
が
は
い

ら
ず
、
通
院
の
そ
の
ま
ま
食
事
を
し

に
行
っ
て
食
べ
た
ら
力
が
は
い
り
ま

し
た
。

　
歳
を
取
っ
て
来
た
ら
い
ろ
い
ろ
あ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。皆

さ
ま
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
ら
れ

ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
篠
栗
町
・
古
賀

　恭
子
）

　
▼
健
康
で
ひ
ゃ
く
さ
い
ま
で
元
気

で
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

（
鞍
手
町
・
山
本

　雄
治
）

　
▼
憲
法
を
変
え
る
こ
と
や
異
常
な

軍
拡
を
強
弁
す
る
人
の
こ
と
な
ど
戦

争
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
こ
わ
い
で

す
。

（
福
岡
市
東
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
池
さ
ん
）

　
▼
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
当
り
ク

オ
カ
ー
ド
を
頂
き
有
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。時
々
車
に
乗
せ
て
下
さ
る

方
に
お
礼
と
し
て
差
し
上
げ
喜
ん
で

く
れ
て
ま
す
。毎
回
楽
し
み
に
今
後

も
応
募
を
続
け
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
岩
田
喜
與
子
さ
ん
百
歳
拍
手
！

私
の
祖
母
100
歳
、
母
105
歳
で
元
気
な

ま
ま
突
如〝
星
に
〞。「
百
歳
代
は
90
代

よ
り
も
っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
」

「
人
生
の
幸
せ
は
後
半
に
あ
り
」
と
、

と
に
か
く
独
居
生
活
を
自
由
に
生
き

て
楽
し
そ
う
で
し
た
。で
も
健
康
の
た

め
腰
、脚
を
き
た
え
努
力
、努
力
。

　
岩
田
喜
與
子
さ
ん
バ
ラ
色
の
人
生

で
す
ね
。す
ぐ
人
生
110
年
時
代
到
来

と
言
わ
れ
て
ま
す
も
の
。ま
す
ま
す

お
元
気
で
。（

水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

匿
名
希
望
様

古
見
　
睦
子
様

古
賀
　
恭
子
様

匿
名
希
望
様

こ
ま
や
み
様

江
上
　
淑
子
様

甲
斐
田
　
稔
様

岩
田
　
弘
子
様

山
本
　
雄
治
様

峯
村
　
洸
祐
様

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

（
福
岡
市
東
区
）

（
篠
栗
町
）

（
福
岡
市
早
良
区
）

（
福
岡
市
南
区
）

（
水
巻
町
）

（
飯
塚
市
勢
田
）

（
粕
屋
町
）

（
鞍
手
町
）

（
佐
賀
市
鍋
島
）
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さ
や
に
入
っ
た
小
さ
な
実
を
食
用
と
す
る
作
物

家
の
中
で
板
を
平
ら
に
は
り
つ
め
た
所

乗
り
物
の
営
業
を
休
む
こ
と

ダ
イ
コ
ン
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
ち
く
わ
な
ど
を

だ
し
汁
で
煮
込
ん
だ
料
理

決
め
ら
れ
た
道
を
進
ん
で
行
く
こ
と
。

「
○
○
○
○
情
報
」

海
の
波
打
ち
際
。
岩
の
多
い
海
岸
。

「
○
○
ジ
ン
」
は
う
が
い
薬

体
に
よ
く
な
い
こ
と

日
本
列
島
の
東
海
岸
に
沿
い
、

南
か
ら
北
に
流
れ
る
暖
流

都
を
他
の
地
に
移
す
こ
と

今
日
の
朝

茎
が
柔
ら
か
く
、
木
に
な
ら
な
い
植
物

猫
の
仲
間
の
猛
獣

真
ん
中
。
中
心
と
な
る
位
置
。
セ
ン
タ
ー

兄
弟
姉
妹
の
娘

電
流
が
体
の
中
を
流
れ
て
、

び
り
び
り
っ
と
感
じ
る
こ
と

父
や
母
の
父
。
お
じ
い
さ
ん

現
金
や
大
切
な
書
類
な
ど
を
入
れ
て
お
く

頑
丈
な
入
れ
物

原
油
か
ら
蒸
留
さ
れ
る
、

沸
点
が
約
２
２
０
〜
３
５
０
度
の
油

交
通
機
関
の
、
あ
る
地
点
か
ら

他
の
地
点
ま
で
の
道
筋

評
判
。
人
気

事
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て
い
て
、
大
変
な
さ
ま

田
舎
。
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
。
「
○
○
帰
り
」

父
を
敬
い
、
親
し
ん
で
言
う
言
葉

四
字
熟
語
、

自
然
の
景
色
が
清
ら
か
で
美
し
い
こ
と
。
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みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

（12）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

▲江上淑子（水巻町）

　
生
協
の
理
念
に
平
和
が
あ
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。世
界
で

は
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、私
た

ち
福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同

組
合
は
１
日
も
早
い
戦
争
の
終
結

を
望
み
ま
す
。

　
私
た
ち
の
組
織
と
め
ざ
す
も
の 

「
理
念
」の
中
に
憲
法
に
う
た
う
恒

久
平
和
の
実
現
が
あ
り
ま
す
。戦

争
を
許
さ
ず
、人
び
と
の
幸
せ
を

根
こ
そ
ぎ
奪
う
戦
争
政
策
に
は
反

対
の
意
思
表
示
を
し
ま
す
。太
平

洋
戦
争
の
敗
戦
後
、戦
争
放
棄
を

盛
り
込
ん
だ
画
期
的
な
憲
法
で
あ

る
９
条
が
あ
れ
ば
こ
そ
、戦
争
へ

駆
り
立
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、そ
の
基
本
精
神
が
な
し
崩

し
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、一
方
で
は
、国
会
前
や
全
国
各

地
で
、平
和
を
願
い
訴
え
る
市
民

の
行
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
は
報
道
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、世
界
を
変
え
る
の
は
選

挙
だ
け
で
は
な
く
、市
民

の
声
で
あ
り
行
動
で
す
。

様
々
な
平
和
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、皆

さ
ん
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

田中ハル様（101歳）

令和８年２月１日に98歳を迎えら
れました。杖なしで元気に笑顔で歩
かれています。100歳は通過点、ま
だまだ長生きして下さい！

今年１月より新規ご利用の田中ハ
ル様。いつも素敵な笑顔でみんなを
癒してくれています。

今こそ平和について考えよう
－5月3日は憲法記念日です－

さ
く
ら
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

さ
く
ら
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

４
月
に
募
集
い
た
し
ま
し
た

桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
多
く
の

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は

次
号
ひ
ゃ
く
さ
い
７
月
号
に
て

発
表
い
た
し
ま
す
。

私たちは、環境を守り自然との共生を大切にし、人びとの幸せを根こそぎ奪う戦争政策
を許さず、憲法にうたう恒久平和の実現をめざして活動します。

　日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協
和による成果と、わが国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ること
のないやうにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。そもそも国政は、国民
の厳粛な信託によるものであつて、その権威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国
民がこれを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基くものである。われらは、これに反する
一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。
　日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する
諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、
圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、
全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。
　われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、政治道徳の法則は、
普遍的なものであり、この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務である
と信ずる。
　日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。

ふくし生協の理念 主文３．私たちは環境と平和を大切にします

日本国憲法　前文

◀
長
野
光
子（
福
岡
市
東
区
）

◀
P
N
コ
ー
ス
ケ・サ
ン
タ
マ
リ
ア（
佐
賀
市
鍋
島
）


